
厚生労働大臣が定める掲示事項 
 

1 当院は厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

 

2 入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策、栄養管理体制、意思決定支援及び身体的

拘束最小化について 

当院では、入院の際に医師をはじめとする関係職員が共同して、患者様に関する入院診療計画書を策定し、7 日

以内に文書によりお渡ししております。また、厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥

瘡対策、栄養管理体制、意思決定支援及び身体的拘束最小化についての基準に適合しています。 

 

3 入院基本料について 

当院では、(日勤、夜勤あわせて)入院患者 7 人に対して 1 人以上の看護職員を配置しております。また 

入院患者 25 人に対して 1 人以上の看護補助者を配置しております。 

 

4 DPC 対象病院について 

当院は、入院医療費の算定に当たり、包括請求と出来高請求を組み合わせて算定する「DPC 対象病院」となっ

ております。 

【医療機関別系数】1.5941 

【基礎係数】1.0583 

【機能評価係数Ⅰ】0.4146 

【機能評価係数Ⅱ】0.0851 

【救急補正係数】0.0361 

 

5 明細書発行体制について 

医療の透明化や患者さんへの情報提供を推進していく観点から、領収書の発行の際に、算定項目のわかる明細

書を無料で発行しています。また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担の無い方についても明細書を無料

で発行しております。 

明細書には、使用した医薬品の名称や行われた検査の名称が記載されるものです。その点をご理解いただき、

ご家族が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行を含めて、明細書の発行を希望されない方は、料金計

算窓口にてその旨お申し出ください。 

 

6 当院は九州厚生局長に下記の届出を行っております。 

1） 入院時食事療養費 

入院時食事療養費（Ⅰ）を算定すべき食事療養の基準に係る届出をおこなっております。当院は、入院時食事療

養費に関する特別管理により食事の提供を行っております。療養のための食事は、管理栄養士の管理の下に適時

（朝食 午前 8 時、昼食 午後 0 時 夕食 午後 6 時）適温で提供しております。 

 

入院中の食事についてご負担いただく金額は次のとおりです。（なお、この負担額は高額療養費制度の対象には

なりません。） 

 



一般の方 1 食 550 円 

難病患者、小児慢性特定疾病患者の方（住民税非課税世帯を除く） 1 食 330 円 

住民税非課税世帯の方 1 食 270 円 

住民税非課税世帯の方で過去１年間の入院日数が９０日を超えている場合 1 食 220 円 

住民税非課税世帯に属しかつ所得が一定基準に満たない７０才以上の高齢受給者 1 食 130 円 

 

2）施設基準等に係る届出（令和 8 年 9 月 1 日時点） 

【基本診療料】 

電子的診療情報連携体制整備加算 3 地域支援・医薬品供給対応体制加算 1 

一般病棟入院基本料（急性期病院Ａ一般入院料） 病棟薬剤業務実施加算 2 

救急医療管理加算 病棟薬剤業務実施加算 3 

超急性期脳卒中加算 データ提出加算 2 イ 

診療録管理体制加算 1 入退院支援加算 1 

医師事務作業補助体制加算 1（15 対 1） 地域連携診療計画加算 

急性期看護補助体制加算（25 対 1 看護補助者 5 割以上） 認知症ケア加算 2 

夜間急性期看護補助体制加算（夜間 50 対 1） せん妄ハイリスク患者ケア加算 

夜間看護体制加算 精神疾患診療体制加算 

看護補助体制充実加算 1 地域医療体制確保加算 1 

看護職員夜間配置加算 1（16 対 1） 特定集中治療室管理料 1（6 床） 

電子的診療情報連携体制整備加算 2 早期離床・リハビリテーション加算（6 床） 

重症者等療養環境特別加算（個室 4 室） ハイケアユニット入院医療管理料 1（12 床/6 床） 

栄養サポートチーム加算 小児入院医療管理料 5 

医療安全対策加算 1 初診料（歯科）の注 1 に掲げる基準 

医療安全対策地域連携加算 1 歯科外来診療医療安全対策加算 1 

感染対策向上加算 1 歯科外来診療感染対策加算 1 

指導強化加算   



微生物学的検査体制加算   

患者サポート体制充実加算   

 

【特掲診療料・その他】                                                                           

短期滞在手術等基本料 1 
HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出（簡易ジェノタイ

プ判定） 

心臓ペースメーカー指導管理料の注 5 に掲げる遠隔

モニタリング加算 

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出(SARS-CoV-2 核

酸検出を含まないもの) 

がん性疼痛緩和指導管理料 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液) 

がん患者指導管理科イ 検体検査管理加算（IV） 

がん患者指導管理科ハ 
心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加

算 

婦人科特定疾患治療管理料 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 

二次性骨折予防継続管理料 1 ヘッドアップティルト試験 

二次性骨折予防継続管理料 3 神経学的検査 

地域連携小児夜間・休日診療料の注２、地域連携夜間・休日診療料の注２及び

救急外来医学管理料の注７に規定する院内トリアージ実施体制加算 コンタクトレンズ検査料 1 

救急外来医学管理料１及び同注３に規定する救急外

来緊急検査対応加算１ 
小児食物アレルギー負荷検査 

外来腫瘍化学療法診療料 1 画像診断管理加算 2 

外来腫瘍化学療法診療料の注 9 に規定するがん薬物

療法体制充実加算 
CT 撮影及び MRI 撮影 

開放型病院共同指導料 冠動脈ＣＴ撮影加算 

がん治療連携指導料 血流予備量比コンピューター断層撮影 

薬剤管理指導料 心臓 MRI 撮影加算 

地域連携診療計画加算 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

医療機器安全管理料 1 外来化学療法加算 1 

口腔機能実地指導 無菌製剤処理料 

救急患者連携搬送料 1 心大血管疾患リハビリテーション料（I） 

救急患者連携搬送料 2 脳血管疾患等リハビリテーション料（I） 

運動器リハビリテーション料（I） 
医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 12 に掲げる

手術の休日加算 1 



呼吸器リハビリテーション料（I） 
医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 12 に掲げる

手術の時間外加算 1 

がん患者リハビリテーション料 
医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 12 に掲げる

手術の深夜加算 1 

歯科口腔リハビリテーション料 2 
医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 16 に掲げる

手術 

医科点数表第 2 章第 9 部処置の通則の 5 に掲げる処

置の休日加算 1 
輸血管理料 II 

医科点数表第 2 章第 9 部処置の通則の 5 に掲げる処

置の時間外加算 1 
胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

医科点数表第 2 章第 9 部処置の通則の 5 に掲げる処

置の深夜加算 1 
麻酔管理料（I） 

硬膜外自家血注入 クラウン・ブリッジ維持管理料 

磁気による膀胱等刺激法 看護職員処遇改善評価料 67 

CAD/CAM 冠及び CAD/CAM 冠インレー 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の注 5 

緊急整復固定加算及び緊急挿入加算 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の注 5 

骨移植術（軟骨移植術を含む。)（自家培養軟骨に限

る。) 
入院ベースアップ評価料 145 

椎間板内酵素注入療法 歯科技工所ベースアップ支援料 

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 入院時食事療養（Ⅰ） 

経皮的中隔心筋焼灼術 酸素単価 

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術   

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リ

ードレスペースメーカー） 
  

大動脈バルーンパンピング（IABP 法）   

体外衝撃波胆石破砕術   

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術   

 

7 患者相談窓口について 

当院では、「患者相談窓口」を本館 1 階地域医療連携室内に設置していますので、お気軽にご利用ください。診

療内容に関すること、医療費に関すること、職員の接遇に関すること、退院後のこと、がんに関する色々な相

談等、患者さんの立場に立ち、問題解決のためのお手伝いをします。 

 

 

 

 

 



8 保険外併用療養費に関する事項 

1）特別療養環境の提供 

 

2）180 日を超える入院に係る選定療養費について 

健康保険法等の規定により、同じ病気で病院や診療所に通算して 180 日を超えて入院されている患者さん（難

病や重症等の厚生労働省より定められた疾患や状態は除く。）については、入院基本料の 15％が健康保険等から

病院に支払われなくなるため、入院 1 日につき 2,723 円を自己負担していただくことになります。 



3）初診・再診に係る費用の徴収 

他の保険医療機関からの紹介によらず、当院に直接来院した場合については初診に係る費用として 7,700 円（歯

科 5,500 円）を徴収することになります。ただし、緊急その他やむを得ない事情により、他の保険医療機関等か

らの紹介によらず来院した場合は、この限りではありません。 

また、再診患者さんの中で病状が安定し、診療所への紹介を受けた患者さんが、かかりつけ医の紹介なしに再

受診された場合、あるいは「かかりつけ医」への紹介を当院より申し出たが、引き続き当院にて診察を希望さ

れた場合（紹介状交付の有無に関わらず）につきましては、再診料のほかに保険外併用療養費として 3,300 円

（歯科 2,090 円）を徴収することになります。 

この費用は、病院と診療所の機能分担を推進する観点から、自己の選択に係るものとして、初診料を算定する

初診に相当する療養部分についてその費用を徴収することが出来ると定められたもので、200 床以上の地域医

療支援病院に義務付けられております。 

 

4）多焦点眼内レンズを使用する白内障手術の選定医療費について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5）医科点数表等に規定する回数を超えて受けた診療について 

患者さんのご希望により、医科点数表等に規定する回数等を超えてお受けになりました診療につきましては、

以下のとおり特別に料金を徴収させていただきます。 

前立腺特異抗原（PSA）3,800 円 

 

 

 



9 厚生労働大臣が定める手術に関する施設基準に係る実績について（令和 7 年 1 月～12 月） 

医科点数表第 2 章第 10 部手術通則第 5 号及び第 6 号に掲げる手術の実績件数および緊急整復固定加算及び緊急

挿入加算に係る手術件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 院内トリアージ実施料について 

当院では、救急で受診される患者さんに対して「院内トリアージ」を行っています。そのため、患者さんの症状

に従って、病気の緊急度を決定し、診療の優先順位付けを行います。 

来院順に診療する体制と異なり、緊急度の高い患者さんを優先的に診療することがあり、場合によっては後か

ら来院した患者さんを先に診療することがあります。ご理解ご協力をお願いします。 

 

11 後発医薬品の使用について 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みなどを実施しています。

医薬品の供給不足等が発生した場合に治療計画の見直し等、適切な対応ができる体制を整備しております。状況

によっては、患者さんへ投与する薬剤が変更となる可能性がございます。変更にあたって、ご不明な点やご心配

なことがありましたら当院職員までご相談ください。 

 

12 コンタクトレンズ検査料について 

診療に係る費用は、以下のとおりです。 

○初診の場合の窓口負担（3 割:1,560 円） 

（内訳）初診料 291 点 

    電子的診療情報連携体制整備加算 3（初診）4 点 

    外来・在宅ベア評価（Ⅰ）1（初診時）23 点 

    物価対応料 1（初診時）2 点 

    コンタクトレンズ検査料Ⅰ200 点    計 520 点 

 

○再診の場合の窓口負担（3 割:861 円） 

（内訳）再診料（外来診療料）77 点 

    電子的診療情報連携体制整備加算（外来診療料）2 点 

    外来・在宅ベア評価（Ⅰ）2（再診時等）6 点 

    物価対応料 1（再診時等）2 点 

    コンタクトレンズ検査料Ⅰ200 点    計 287 点 

 

＊当院で過去にコンタクトレンズ検査料を算定している場合は、再診の取り扱いになります。 

 

13 外来腫瘍化学療法診療料について 

当院は以下の対応を行っております。 

・医師、看護師又は薬剤師が院内に常時 1 名以上配置され、本診療料を算定している患者さんから電話等によ 

る緊急の相談等に 24 時間対応できる連絡体制が整備されています。 

・急変時等の緊急時に当該患者さんが入院できる体制が確保されています。 

・実施される化学療法のレジメン（治療内容）の妥当性を評価し、承認する委員会を開催しています。 

 

14 電子的診療情報連携体制整備加算について 

・当院では診察室等において、オンライン資格確認等システムにより取得した診療情報 

を活用した診療を実施しております。 

・医療 DX を通じて質の高い医療を提供できるよう取り組んでおります。 

・算定した診療報酬の区分・項目の名称及びその点数又は金額を記載した詳細な明細書を無料で交付しており



ます。 

 

15 栄養サポートチームによる診療について 

当院では、栄養状態の悪い患者さんに対して、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士など、さまざまな職種のメ

ンバーにより、適切な栄養管理を行い、全身状態の改善に取り組んでいます。 

 

16 歯科外来診療医療安全対策加算について 

当院では安心で安全な歯科医療環境の提供のため、下記の装置、器具を設置しております。 

・自動体外式除細動器（AED） 

・経皮的動脈血酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター） 

・酸素 

・血圧計 

・救急蘇生セット 

緊急時に対応できるよう、偶発症に対する緊急時の対応、医療事故対策等の医療安全対策に係る研修を修了し

た歯科医師が常勤しており、医科診療科との連携体制も整えております。 

 

17 歯科初診料の注 1 に規定する基準について 

当院では、歯科外来診療における院内感染防止対策に十分な体制の整備・機器を有し、研修を受けた常勤の歯

科医師を配置しております。 

 

18 その他 

○当院では、安全な医療を提供するために、医療安全管理者等が医療安全管理委員会と連携し、より実効性の 

ある医療安全対策の実施や職員研修を計画的に実施しています。  

 

○当院では、感染制御のチームを設置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等を行 

い、院内感染対策を目的とした職員の研修を行っています。また、院内だけにとどまらず、地域の高齢者施設

や病院の感染防止対策の知識の向上のための活動を行っています。  

 

○当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的責任と考えます。個 

人情報保護に関する方針を定め、職員及び関係者に周知徹底を図り、これまで以上に個人情報保護に努めま 

す。  

 

○当院では、患者さんが安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を継続できるように、施 

設間の連携を推進し退院のご支援を実施しております。  

 

○当院では、医療従事者の負担の軽減及び処遇の改善に関する取組として下記の事に取り組んでおります。 

→外来縮小の取組み、医師と医療関係職種における役割分担に対する取組み、医療関係職種と事務職員等に 

おける役割分担に対する取組み、医師の負担軽減に対する取組み、看護職員の負担軽減に関する取組み  

 

○当院では屋内外を問わず、「病院敷地内全面禁煙」となっておりますのでご理解とご協力をお願いいたしま 

す。  

○当院は厚生労働省指定の臨床研修指定病院です。指導医の指導・監督のもと、初期研修医が外来・病棟等で 



診療を行っております。また、看護師や薬剤師など様々な職種の実習生を受け入れている施設でもあります。

日本の未来を担う医療職を養成するために、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 


